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＜連絡事項＞
・南病棟より導尿カテーテル返却済みです。
・行動制限についての勉強会資料が各自BOXに配布予定です。各自で目を通して下さい。

＜入室状況＞
【入院】
[bookmark: _GoBack]・関　修二様～東病棟Dユニット17号室
・大坂　優佳様～東病棟Bユニット1号室

＜患者様連絡事項＞
・太田　末廣様～本日認定調査実施している。主治医より、家族との面会をくみ外出泊へつなげていくよう指示あり。受け持ちNsから家族連絡し、6/1月曜日14：00～対面で面会予約している。

・高原 廣司様～高血糖である事主治医へ報告。本日よりラクテック注・ソリタT1へ変更となる。
　　　　　　　　血糖測定指示依頼済み。

・中里　鐵男様～6/26　やえがき整形受診予定。外出申請済み、入院証明書依頼済み。
　　　　　　　　　薬情希望あり薬局に依頼していく。

・三浦　郁子様～市民病院皮膚科受診に行かれ帰院。次回6/3　10:10
　　　　　　　　外出申請済み、入院証明書依頼済み
　　　　　　　　経管栄養 補食について栄養から家族へ説明済み。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。ドア開錠しホール誘導するとホール窓側でしゃがんで過ごし、5分程度で自室へ戻り毛布に包まり過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。介入時被害妄想様言動聞かれず静穏。対面時不穏興奮なく礼節は保たれている。妄想発言なく穏やかに過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。他室侵入や迷惑行為あり早めに開放観察終了している。15:30自室トイレの巾木破損行為あり制止促すも自制不可不穏時ホリゾン散1％0.5g1包服用する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
　　　　　
・長根　瞳様～身体拘束中。対面時は穏やかで苛々感の訴えなし。拘束部位の循環障害皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜柞木田Dr診察＞
・磯嶋　茜様～処方・指示変更なし。

・太田　末廣様～再度脳波検査、6/1採血指示。

・滝田　英人様～貧血改善している為、フェロミア中止の指示。

・長浜　厚子様～5/30～食事1600㎉へ食上げの指示。

・中里　鐵男様～状態落ち着いているため、ロナセンテープ(80)→(40)に減薬となる。

・松川　うめ子様～ロナセンテープは中止の指示、他処方変更なし。

＜入院患者様情報①＞
日　　時：令和8年5月27日　11：54
　氏　　名：関　龍二（せき　りゅうじ）様
　生年月日：昭和49年12月26日(51歳)
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞　
　　当院1回の入院歴あり(R7.12.17～R7.12.24)。退院後
　は元々のかかりつけである三戸中央病院へ通院すること
　としていた。アルコール摂取による膵炎で同院入院し、
　R8年3月9日同院退院。断酒希望聞かれるも、本人から入
　院の希望はなく受診調整はなされなかった。4月21日同院
　より連絡があり、両親とのトラブルから本人は警察に拘
　留されている状況。このまま地域での生活を再開すれば
　再犯のリスクが高いため、釈放と同日に入院による断酒
　治療に繋げることはできないかと、警察から三戸町役場
　健康長寿課と三戸中央病院に相談あり。5月12日同院メン
　タルヘルス科の診察内で、アルコール依存症治療プログ
　ラム実施のため当院入院の方針となり、入院調整実施。
　　R8年5月27日アルコール依存症治療プログラム目的にて
　当院2回目の任意入院となる。


＜入院患者様情報②＞
日　　時：令和8年5月27日　12：30　
　氏　　名：大坂　優佳（おおさか　ゆうか）様
　生年月日：平成20年4月6日(18歳)
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　診 察 医：柞木田Dr.　　主治医：深澤Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟

　＜経過＞
 R7年12月7日、過量服薬あり八戸赤十字病院病院へ救急搬送。身体的には
異常みられず、同日当院1回目の入院（任意）となっている。同月22日、本
人より退院希望聞かれた事で自宅へ退院となっていた。その後も外来通院
を継続したが、アルバイト先で叱責を受けたことをきっかけに希死念慮が
出現。R8年4月11日に過量服薬を行っている。八戸市立市民病院へ救急搬送
され、2日間身体管理目的で同院入院。その自宅退院となり当院を受診して
いる。入院とはならず経過していたが、翌５月27日、橋の上から川へ飛び下
りる企図行為あり。八戸市民病院へ救急搬送されるが身体外傷なし。同日当
院２回目の医療保護入院となる。


